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二
一

『
為
頼
集
』
の
伝
本
・
追
考

　
　

は
じ
め
に

　

嘗
て
、筑
紫
平
安
文
学
会
著『
為
頼
集
全
釈（

１
（』（

以
下
、『
全
釈
』と
略
称
）

の
刊
行
に
加
わ
っ
た
時
、「『
為
頼
集
』
の
伝
本
」（
以
下
、前
稿
と
称
す
）

を
執
筆
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
折
、『
私
家
集
伝
本
書
目（

２
（』掲

載
の「
田

中
」
本
は
、
個
人
所
蔵
の
伝
本
で
あ
り
、
閲
覧
す
る
手
懸
か
り
さ
え
な

く
、「
未
見
」
と
記
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　

そ
の
後
、宮
内
庁
書
陵
部
本
の
親
本
で
あ
る
、鎌
倉
中
期
の
真
観
（
藤

原
光
俊
、
建
治
二
年（（（（

没
）
書
写
に
か
か
る
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫

本
の
影
印
が
、『
平
安
私
家
集
十
一（

３
（』

に
収
載
さ
れ
、
解
説
も
付
さ
れ

て
利
用
が
可
能
に
な
り
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

今
般
、某
古
書
肆
の
目
録
に
、「
江
戸
前
期
写
」
の
『
道
成
集
・
為
頼
集
』

が
掲
載
さ
れ
、
入
手
し
た
。
こ
の
伝
本
に
は
、
猪
苗
代
兼
宜
旧
蔵
本
と

の
異
同
が
青
筆
で
記
さ
れ
て
お
り
、本
文
の
極
一
部
分
に
過
ぎ
な
い
が
、

判
明
す
る
。
ま
た
、
京
都
市
歴
史
資
料
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
山
本
家

本
『
為
頼
集
』
の
画
像
が
、
公
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
気
付
い
た
。

　

こ
の
結
果
、
前
稿
で
は
言
及
で
き
な
か
っ
た
四
伝
本
の
存
在
が
確
認

さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
報
告
し
、
前
稿
の
補
足
を
試
み
た
い

と
思
う
。

　
　

一

　

先
ず
、
独
立
し
た
伝
本
と
し
て
伝
存
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
猪
苗
代

兼
宜
本
を
除
く
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
本
・
山
本
家
本
・
架
蔵
本
の
書

誌
を
記
す
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
本（

４
（（

以
下
、
冷
泉
家
本
と
略
称
）

　
　
　

�

写
本
、
一
冊
。
大
き
さ
は
二
二
・
一
×
一
四
・
七
糎
で
、
大
和
綴
。

鎌
倉
中
期
の
真
観
書
写
本
。
梅
鉢
文
様
の
蠟
箋
の
表
紙
の
左
上

に
、
外
題
を
「
為
頼
朝
臣
集
」
と
墨
書
。
内
題
は
、
見
返
し
中

央
に「
た
め
よ
り
」。
裏
表
紙
は
、「
為
頼
朝
臣
集
端
欠
其
外
處
々

『
為
頼
集
』
の
伝
本
・
追
考

曽　

根　

誠　

一



二
二

紛
失
欤
／
享
保
八
年
修
覆
之
」（
裏
表
紙
見
返
し
）
と
あ
る
よ

う
に
、
十
四
代
為
久
に
よ
る
後
補
。
首
尾
に
遊
紙
は
な
く
、
墨

付
十
一
丁
。
一
面
十
行
乃
至
十
一
行
書
き
で
、
和
歌
一
首
二
行

書
き
。
書
き
入
れ
あ
り
。
古
筆
切
に
す
る
た
め
、
８
番
歌
詞
書

か
ら
（（
番
歌
ま
で
、
（（
番
歌
詞
書
「
き
た
の
か
た
の
」
か
ら
（（

番
歌
ま
で
と
勘
物
が
切
り
出
さ
れ
、
欠
脱
す
る
。
た
だ
、
古
筆

切
と
し
て
、
（（
番
歌
か
ら
（0
番
歌
、
（（
番
歌
か
ら
（（
番
歌
、
（（

番
か
ら
（（
番
歌
、
勘
物
の
最
後
の
三
行
の
本
文
は
伝
存
す
る
。

　
　

山
本
家
本（

５
（

　
　
　

�

写
本
、
一
冊
。
京
都
市
歴
史
資
料
館
に
寄
託
。
大
き
さ
は

二
七
・
〇
×
一
九
・
〇
糎
で
、
大
和
綴
。
渋
引
き
の
表
紙
の
左
上

に
、
外
題
を
「
為
頼
朝
臣
集
」
と
墨
書
。
内
題
は
「
為
頼
朝
臣

集
」。
首
尾
に
遊
紙
は
な
く
、
墨
付
十
丁
。
一
面
十
二
行
書
き

で
、
和
歌
一
首
一
行
書
き
。
墨
筆
と
朱
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
あ

り
。
巻
首
に
「
生
山
書
庫
」
の
朱
印
、
裏
表
紙
右
下
に
「
山
本

家
典
籍　

（（0
」
の
整
理
の
た
め
の
貼
り
紙
あ
り
。「
生
山
」
は
、

賀
茂
季
鷹
の
雅
号
な
の
で
、
季
鷹
旧
蔵
本
。

　
　

架
蔵
本

　
　
　

�

写
本
、
一
冊
。
大
き
さ
は
二
八
・
五
×
二
一
・
〇
糎
で
、
大
和
綴
。

『
道
成
集
』
と
合
綴
す
る
。
巻
末
に
「
延
午（

６
（初

冬
仲
八　

源
通

規
（
花
押
）」
と
識
語
が
記
さ
れ
る
。
久
我
通
誠
が
延
宝
六
年

（（（（

十
月
十
八
日
に
、
十
九
歳
で
書
写
し
た
も
の
で
、
元
奥

書
を
「
奥

ニ�

永
仁
元
年
十
一
月
校
他
本
了
」
と
記
す
。
山
鳩
色

の
地
に
横
筋
目
文
様
の
表
紙
の
左
上
に
、
外
題
を
「
道
成
集
／

為
頼
集
」と
墨
書
。
内
題
は「
為
頼
朝
臣
集
」。
表
紙
は
後
補
で
、

見
返
し
の
貼
付
は
な
い
。
首
尾
に
遊
紙
各
一
丁
、
墨
付
八
丁
。

一
面
十
三
行
書
き
で
、
和
歌
一
首
一
行
書
き
。
墨
筆
に
よ
る
書

き
入
れ
あ
り
。
青
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
は
、「
明
治
十
八
年
一

月
八
日
以
猪
苗
代
兼
宜
旧
蔵
本
一
校
了
」（
八
丁
裏
）
と
あ
り
、

兼
宜
（
享
保
五
年（（（0

生
、
享
和
三
年（（0（

没
）
所
蔵
本
本

文
と
知
ら
れ
る
。

　
　
　

�

尚
、
該
本
は
、『
道
成
集
』
と
合
綴
さ
れ
て
お
り
、『
私
家
集
伝

本
書
目
』「
為
頼
集
」
の
項
に
、「
道
成
為
頼
家
集　

一　

写　

田
中
」（
（（（
頁
）
と
あ
る
記
述
と
一
致
す
る
こ
と
（『
道
成
集
』

と
合
綴
す
る
伝
本
は
、
該
本
の
み
）。『
田
中
教
忠
蔵
書
目
録（

７
（』

収
載
の
「
年
譜
」
明
治
十
八
年
条
に
、「
一
月
、
故
刑
部
卿
平

忠
盛
朝
臣
詠
平
経
盛
卿
詠
家
卿
集
、合
本
を
書
き
寫
す
」（
（（（
頁
）

と
あ
り
、
未
所
蔵
の
家
集
を
書
写
し
て
い
る
一
方
で
、
該
本
に

猪
苗
代
兼
宜
本
で
「
一
校
」
を
加
え
た
の
が
一
月
八
日
で
あ
る

こ
と
。
こ
れ
ら
を
勘
案
す
る
と
、
教
忠
が
書
写
し
た
「
忠
盛
・



二
三

『
為
頼
集
』
の
伝
本
・
追
考

経
盛
集
」
の
親
本
は
、
兼
宜
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
と
と
も
に
、
該
本
は
田
中
教
忠
氏
旧
蔵
本
で
あ
る
と
考
え
て

よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　

二

　

先
ず
、
鎌
倉
中
期
書
写
の
冷
泉
家
本
と
、
そ
れ
を
江
戸
時
代
初
期
に

転
写
し
た
宮
内
庁
書
陵
部
本
（
以
下
、
書
陵
部
本
と
略
称
）
の
本
文
を

比
較
し
て
、
漢
字
と
仮
名
遣
い
を
除
く
異
同
を
確
認
す
る
と
、
次
の
通

り
で
あ
る（

８
（（

上
段
は
冷
泉
家
本
、
下
段
は
書
陵
部
本
。
傍
線
部
及
び
×

印
は
異
同
箇
所
）。

　
　

①�

ひ
と
を
し
そ
あ
ら
ま
し
か
は
と
な
け
き
し
か
―
こ
（
２
番
歌
初

句
）

　
　

②
人
し
れ
す
お
も
×
た
ま
ふ
る
─
ひ
（
４
番
歌
詞
書
）

　
　

③
お
ほ
か
た
の
そ
ら
の
つ
ゆ
か
は
―
う
（
４
番
歌
第
二
句
）

　
　

④
あ
ひ
て
の
ち
の
わ
か
れ
―
は
（
６
番
歌
詞
書
）

　
　

⑤�

五
節
た
て
ま
つ
り
し
と
き
な
に
こ
と
か
と
い
ひ
し
か
は
―
に
ゝ

ゐ
い
（
（（
番
歌
詞
書
）

　
　

⑥�

ゑ
り
く
し
も
と
め
て
か
せ
と
あ
り
し
か
は
―
をな

欤（
（（
番
歌
詞
書
）

　
　

⑦�

す
の
か
た
に
な
し
た
る
に
あ
め
の
ふ
る
こ
ろ
―
×
（
（（
番
歌
詞

書
）

　
　

⑧
あ
め
の
ふ
る
こ
ろ
う
み
に
に
し
た
り
―
×
（
（（
番
歌
詞
書
）

　
　

⑨�

さ
夜
ふ
け
て
い
つ
ち
く
る
ま
の
つ
き
な
ら
ん
―
ら
（
（（
番
歌
第

二
句
）

　
　

⑩
や
ま
の
へ
さ
し
て
い
る
に
や
あ
る
ら
む
―
は（
（（
番
歌
第
四
句
）

　
　

⑪�

か
や
り
ひ
に
や
あ
ら
む
お
り
す
き
た
る
け
ふ
り
の
―
×
（
（（
番

歌
詞
書
）

　
　

⑫�

正
月
つ
い
た
ち
こ
×
ろ
あ
る
ひ
と
の
御
も
と
に
―
心
（
（（
番
歌

詞
書
）

　
　

⑬�

む
ま
こ
の
を
う
な
に
て
む
ま
れ
た
る
×
を
き
ゝ
て
―
日
（
（0
番

歌
詞
書
）

　
　

⑭�

き
さ
き
か
ね
も
し
し
か
ら
す
は
よ
き
く
に
の
―
も
（
（0
番
歌
第

二
句
）

　
　

⑮
わ
か
き
受
領
の
妻
か
ね
か
も
ゝ
し
―
×
（
（0
番
歌
第
五
句
）

　
　

⑯�

ふ
た
に
い
ち
ひ
め
の
か
た
な
と
か
け
る
と
こ
ろ
に
―
う
（
（（
番

歌
詞
書
）

　
　

⑰�

い
ち
ひ
め
の
か
み
の
い
か
き
の
い
か
な
れ
はや

─
や
（
（（
番
歌
第

三
句
）

　
　

⑱�
を
と
ろ
へ
は
へ
り
に
け
る
か
ほ
を
か
ゝ
み
の
か
け
に
―
り
（
（（

番
歌
詞
書
）

　
　

⑲�

は
か
り
て
あ
は
さ
り
け
る
女
に
×
×
×
×
×
─
よ
ひ

く
に



二
四

（
（（
番
歌
詞
書
）

　
　

⑳
た
れ
も
お
も
ひ
の
ひ
と
つ
な
ら
ね
は
─
ふ
た（
（0
番
歌
第
五
句
）

　
　

㉑
お
も
の
も
ち
の
ひ
と
の
も
の
と
る
を
見
て
―
め（
（（
番
歌
詞
書
）

　
　

㉒�
ひ
と
り
し
て
あ
ま
た
か
ら
む
る
お
も
の
も
ち
―
ゝ
／
り
（
（（
番

歌
第
二
・
三
句
）

　
　

㉓�

も
た
る
わ
た
を
そ
た
つ
ぬ
へ
ら
な
る
―
しら

欤

（
（（
番
歌
第
五
句
）

　
　

㉔
お
も
ひ
い
て
ゝ
あ
は
れ
か
り
き
こ
え
し
に
―
に（
（（
番
歌
詞
書
）

　
　

㉕�

つ
か
さ
め
し
に
の
そ
む
こ
と
あ
り
け
る
こ
ろ
―
×
（
（（
番
歌
詞

書
）

　

右
の
異
同
（（
例
の
内
、
冷
泉
家
本
の
誤
写
を
書
陵
部
本
の
書
写
者
が

校
訂
し
た
事
例
と
し
て
は
、
①
②
⑧
⑰
の
４
例
が
あ
る
。

　

①
は
、
第
三
句
末
が
過
去
の
助
動
詞
「
き
」
の
已
然
形
「
し
か
」
で

終
止
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
初
句
「
し
そ
」
を
係
助
詞
「
こ
そ
」
に
意

改
し
た
も
の
で
あ
り
、
②
は
、「
お
も
ひ
」
を
補
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑧
は
、「
う
み
に
し
た
り
」
の
「
に
」
の
下
に
「
○
」
を
記
し
て
「
尓
」

を
傍
記
し
て
あ
る
の
を
、
文
意
を
考
え
て
衍
字
と
判
断
し
省
略
し
、
⑰

は
、「
い
か
な
れ
は
」
の
傍
記
「
や
」
を
、
歌
意
を
考
え
て
取
り
、
校

訂
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
書
陵
部
本
の
校
訂
が
、
誤
っ
た
異
文
を
生
じ
た
事
例
と
し
て
、

⑳
「
ふ
た
つ
」（
他
本
は
「
ひ
と
つ
」）
が
あ
り
、
⑲
は
、
第
三
句
の
傍

記
「
よ
ひ

く
に
」
を
、詞
書
の
続
き
と
し
て
誤
写
し
た
事
例
で
あ
る
。

　

こ
れ
以
外
の
書
陵
部
本
の
誤
写
（0
例
の
内
、
（（
例
は
字
形
の
類
似
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

③
は
「
曽
」
を
「
宇
」、
⑤
は
「
可
止
」
を
「
尓
ゝ
」
と
誤
読
し
た

上
で
、「
以
比
」の
仮
名
を「
為
以
」に
変
え
た
も
の
で
あ
る
。
⑥
は「
世
」

を
「
遠
」
に
誤
読
し
、文
意
が
通
ら
な
い
の
で
願
望
の
終
助
詞
「
が
な
」

の
可
能
性
を
考
え
て
「
奈
欤
」
と
傍
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
⑨
は
「
知
」

を
「
良
」
に
、⑫
は
「
己
呂
」
の
「
己
」
を
「
己
ゝ
」
と
誤
読
し
て
、「
心
」

と
漢
字
表
記
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
⑭
は
「
志
」
を
「
裳
」
に
、
⑮
は

踊
り
字
の
「
ゝ
」
を
「
之
」
の
第
一
画
と
誤
読
し
て
脱
字
し
た
も
の
で

あ
る
。
⑯
は
「
可
」
を
「
宇
」
に
、
㉑
は
「
母
」
を
「
女
」
に
誤
読
し

た
も
の
で
あ
り
、
㉒
の
２
例
は
「
良
」
を
「
ゝ
」、「
毛
」
を
「
利
」
に
、

㉓
は
「
良
」
を
「
之
」
に
誤
読
し
、
文
意
が
通
ら
な
い
の
で
、「
良
欤
」

と
傍
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

残
る
８
例
は
、
思
い
込
み
に
よ
る
誤
写
で
あ
る
。

　

④
は
、「
あ
は
て
」
で
は
「
の
ち
の
わ
か
れ
」
は
成
立
せ
ず
、
⑦
は

接
続
助
詞
「
に
」
を
欠
脱
し
、⑩
は
「
や
ま
の
へ
」
を
一
般
的
な
「
は
」

に
誤
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
⑪
は
係
助
詞
「
や
」
の
前
の
、
断
定
の
助

動
詞
「
な
り
」
の
連
用
形
「
に
」
を
欠
脱
し
、
⑬
は
「
む
ま
れ
た
る
日

を
」
と
増
補
し
た
例
で
あ
る
。
⑱
は
「
留
」
と
「
利
」
の
字
形
の
類
似



二
五

『
為
頼
集
』
の
伝
本
・
追
考

も
あ
ろ
う
が
、
思
い
込
み
に
よ
る
誤
写
で
あ
ろ
う
。
㉔
は
動
詞
「
あ
は

れ
か
り
」
を
形
容
動
詞
と
誤
認
し
て
「
に
」
に
誤
写
し
、㉕
は
「
こ
と
」

の
連
綿
体
の
「
－
」（
こ
）
を
見
落
と
し
た
脱
字
で
あ
る
。

　

次
に
、
傍
記
の
例
を
掲
げ
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

①�

い
ま
か
と
る
そ
らて

欤

に
う
つ
せ
る
う
つ
り
か
は
―
ら
（
（（
番
歌
第

二
句
）

　
　

②�

せ
ん
ねヨ

欤

う
殿
よ
り
あ
ゆ
の
か
た
を
つ
く
り
て
―
よ
（
（（
番
歌
詞

書
）

　
　

③�

し
ら
た
ま
か
な
み
た
か
な
に
そ
およ

ほひ

つく
かに

な
─
お
ほ
つ
か
な

（
（（
番
歌
第
三
句
）

　

①
は
、「
う
つ
せ
る
う
つ
り
か
」
と
の
繋
が
り
か
ら
、
傍
記
の
「
て
」

を
取
る
べ
き
と
こ
ろ
だ
が
、
書
陵
部
本
は
採
用
し
な
い
だ
け
で
な
く
、

傍
記
を
省
略
し
て
い
る
。
②
は
傍
記
の
「
ヨ
」
を
取
っ
て
本
文
を
改
め
、

③
は
、「
異
同
」
⑲
と
同
一
の
事
例
で
あ
り
、
和
歌
の
傍
記
本
文
を
詞

書
の
続
き
と
し
て
誤
読
し
、
欠
脱
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
冷
泉
家
本
の
ミ
セ
ケ
チ
は
５
例
あ
り
、「
を
け
る
つキ

ゆク

を
や
」

（
４
番
歌
第
五
句
）、「
う
ら
もと

を
み
」（
（0
番
歌
第
三
句
）、「
う
す
き
た

も
と
を
た
の
む
にカ

はナ

」（
（（
番
歌
第
三
句
）、「
い
の
る
こ
ゝ
ろ
の
か
く

れ
な
きケ

かレ

なハ

」（
（（
番
歌
第
五
句
）、「
の
そ
む
こ
と
あ
り
け
る
け
る
こ
ろ
」

（
（（
番
歌
詞
書
）
に
つ
い
て
、
書
陵
部
本
は
全
て
、
訂
正
本
文
を
取
っ

〻

〻

〻

〻

〻

〻

〻

〻

〻

〻

て
い
る
。

　

踊
り
字
に
つ
い
て
は
、
冷
泉
家
本
が
三
字
の
場
合
、「
な
に
も
ヽ
ヽ
ヽ

な
か
ら
む
も
の
を
」（
（（
番
歌
詞
書
）「
い
へ
の
庭
と
こ
ろ
ヽ
ヽ
ヽ
す
の

か
た
に
」（
（（
番
歌
詞
書
）、
二
字
の
場
合
「
見
え
ぬ
も
の
ヽ
ヽ
」（
（0

番
歌
第
四
句
）
と
い
う
表
記
方
法
を
取
っ
て
い
る（

９
（の

を
、
書
陵
部
本
は

「

く
」
に
変
換
し
て
書
写
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。

　

以
上
の
結
果
は
、『
為
頼
集
』
（（
首
中
の
（（
首
に
関
す
る
検
討
結
果

で
あ
る
が
、
書
陵
部
本
の
書
写
態
度
が
丁
寧
と
は
い
い
難
い
こ
と
、
田

中
氏
が
指
摘
さ
れ
る
「
い
さ
さ
か
荒
っ
ぽ
い
」（
（0
頁
）
実
態
を
確
認

し
た
次
第
で
あ
る
。

　

尚
、
書
陵
部
本
が
和
歌
一
首
二
行
書
き
で
書
写
し
て
い
る
の
は
、
親

本
で
あ
る
冷
泉
家
本
に
依
拠
し
た
結
果
で
あ
る
の
だ
が
、
現
在
最
善
本

と
さ
れ
る
三
手
文
庫
本
も
同
一
の
形
式
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
共
通
す
る

祖
本
が
こ
の
形
式
で
書
写
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
間
違
い
あ
る
ま
い
。

　

そ
し
て
、
以
下
論
ず
る
江
戸
時
代
の
書
写
に
か
か
る
山
本
家
本
・
架

蔵
本
が
和
歌
一
首
一
行
書
き
で
、
漢
字
を
多
く
使
用
し
て
い
る
こ
と
と

は
、
相
違
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

　
　

三

　

次
に
、
三
手
文
庫
本
と
山
本
家
本
と
の
本
文
異
同
に
つ
い
て
、
検
討



二
六

す
る
た
め
に
、
漢
字
と
仮
名
遣
い
を
除
く
異
同
箇
所
を
掲
げ
る
と
、
次

の
通
り
で
あ
る
（
上
段
は
三
手
文
庫
本
、
下
段
は
山
本
家
本
。
傍
線
部

及
び
×
印
は
異
同
箇
所
）。

　
　

①�
め
の
を
よ
ふ
山
の
を
ち
か
き
ゆ
ふ
ま
く
れ
―
端
（
１
番
歌
第
二

句
）

　
　

②�

は
な
を
は
え
こ
そ
お
も
ひ
かハ

へナ

さレ

ね
─
かハ

へナ

さ
（
（（
番
歌
第
五

句
）

　
　

③�

い
ま
も
と
る
そ
て
に
う
つ
せ
る
う
つ
り
か
は
―
か
（
（（
番
歌
初

句
）

　
　

④�

春
宮
な
と
に
人

く
ま
い
り
×
つ
か
う
ま
つ
る
と
―
て
（
（（
番

歌
詞
書
）

　
　

⑤�

い
ち
ひ
め
の
か
み
の
い
か
き
の
い
か
な
れ
や
―
に
（
（（
番
歌
第

二
句
）

　
　

⑥�

か
り
の
子
も
す
も
り
は
あ
る
と
い
ふ
め
る
を
―
り
（
（（
番
歌
第

二
句
）

　
　

⑦�

や
ま
ふ
き
の
さ
け
る
み
き
わ
を
み
わ
た
せ
は
―
振
（
（（
番
歌
初

句
）

　
　

⑧
そ
こ
ゝ
そ
春は

な

の
さ
か
り
な
り
け
れ
―
春
（
（（
番
歌
第
四
句
）

　
　

⑨�

故
あ
は
た
の
右
大
臣
と
の
ゝ
は
か
な
く
な
り
た
ま
ひ
て
の
年
―

×
×
（
（0
番
歌
詞
書
）

　
　

⑩�

か
れ
は
つ
る
ふ
ゆ
も
あ
り
け
る
あ
き
は
き
の
―
り
（
（（
番
歌
第

二
句
）

　
　

⑪�

と
し
こ
ろ
あ
ひ
そ
い
た
る
人
な
く
な
り
わ
た
る
こ
ろ
―
に
（
（（

番
歌
詞
書
）

　
　

⑫
こ
ひ
つ
る
人
も
あ
り
と
い
ふ
な
り
―
く
（
（（
番
歌
第
四
句
）

　
　

⑬�

ひ
と
り
し
て
あ
ま
た
か
ら
む
る
を
も
の
も
ち
―
う
（
（（
番
歌
第

二
句
）

　

右
の
（（
例
に
は
、
三
手
文
庫
本
本
文
を
訂
正
し
得
る
異
文
は
、
見
ら

れ
な
い
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

　

①
は
、「
山
の
を
」
を
一
般
的
な
表
現
の
「
山
の
端
」
に
誤
写
し
た

も
の
で
あ
り
、
②
は
、
傍
記
の
「
ハ
ナ
レ
」
の
「
レ
」
を
誤
脱
し
た
か
、

「
は
な
さ
ね
」
と
い
う
本
文
を
取
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
③
は
、「
毛
」
を

「
可
」
に
誤
読
し
た
字
形
の
類
似
に
基
づ
く
錯
誤
で
あ
る
。
④
は
、「
ま

い
り
て
つ
か
う
ま
つ
る
」
で
も
文
意
は
変
わ
ら
な
い
が
、
冷
泉
家
本
・

架
蔵
本
も
「
て
」
が
な
い
の
で
、
増
補
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
⑤
は
、

「
神
の
斎
垣
」
が
主
語
な
の
で
、「
い
か
き
に
」
で
は
歌
意
は
通
ら
な
い
。

⑥
⑩
は
、
文
法
上
は
「
あ
り
」「
け
り
」
と
い
う
山
本
家
本
の
終
止
形

が
正
し
い
が
、
余
情
表
現
で
「
あ
る
」「
け
る
」
と
い
う
連
体
形
を
架

蔵
本
も
取
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
元
来
の
本
文
な
の
で
あ
ろ
う
。
⑦
は
、

「
山
吹
」
を
山
の
姿
の
意
の
「
山
振
」
に
誤
写
し
た
も
の
で
あ
り
、⑧
は
、
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架
蔵
本
に
も
傍
記
「
は
な
」
が
あ
る
の
で
、
見
落
と
し
た
誤
写
で
あ
ろ

う
。
⑨
は
、
文
意
は
変
わ
ら
な
い
が
、「
は
か
な
く
な
り
」
の
「
は
か
」

を
見
落
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
⑪
は
熟
さ
な
い
表
現
だ
が
、
架
蔵
本
も

「
わ
た
る
」
と
あ
り
、「
に
た
る
」
は
平
易
な
表
現
に
改
め
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
⑫
は
、「
川
」
を
「
久
」
に
誤
読
し
、
⑬
は
、「
可
」
を
「
宇
」

に
誤
写
し
た
字
形
の
類
似
に
基
づ
く
錯
誤
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
山
本
家
本
は
三
手
文
庫
本
系
統
に
属
す
る
こ
と

が
判
明
す
る
と
と
も
に
、
和
歌
が
一
首
一
行
書
き
で
あ
る
こ
と
、
漢
字

を
多
く
使
用
し
て
い
る
こ
と
、
右
記
の
誤
写
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
三
手

文
庫
本
よ
り
下
位
に
位
置
付
け
ら
れ
る
伝
本
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
　

四

　

次
に
、
三
手
文
庫
本
と
架
蔵
本
と
の
本
文
異
同
（
歌
順
も
含
む
）
に

つ
い
て
、
検
討
す
る
た
め
に
、
漢
字
と
仮
名
遣
い
を
除
く
異
同
箇
所
を

掲
げ
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
上
段
は
三
手
文
庫
本
、
下
段
は
架
蔵

本
。
傍
線
部
及
び
×
印
は
異
同
箇
所
）。

　
　

①
お
り
ゐ
る
雲
そ
し
る
へ
な
る
ら
し
―
方
（
１
番
歌
第
四
句
）

　
　

②�

人
を
こ
そ
あ
ら
ま
し
か
は
と
な
け
き
し
か
―
た
（
２
番
歌
第
二

句
）

　
　

③
月
の
か
つ
ら
の
な
ひ
く
か
け
み
ゆ
―
に
（
（（
番
歌
第
四
句
）

　
　

④
ひ
せ
に
く
た
る
い
も
う
と
の
も
と
に
―
そ
（
（（
番
歌
詞
書
）

　
　

⑤
花
山
院
の
東
宮
に
×
お
は
し
ま
し
ゝ
時
―
て
（
（（
番
歌
詞
書
）

　
　

⑥�

津
の
か
み
な
り
×
と
き
は
り
ま
の
か
み
む
こ
に
と
り
て
―
し

（
（（
番
歌
詞
書
）

　
　

⑦�

あ
か
さ
り
し
き
み
か
に
ほ
ひ
の
こ
ひ
し
さ
に
―
さ
か
（
（（
番
歌

初
句
）

　
　

⑧�

い
ま
も
と
る
そ
て
に
う
つ
せ
る
う
つ
り
か
は
―
か
／
てる

（
（（
番

歌
初
句
）

　
　

⑨
越
前
へ
く
た
る
に
こ
う
ち
き
の
た
も
と
に
―
×（
（（
番
歌
詞
書
）

　
　

⑩
わ
か
き
受
り
や
う
の
妻
か
ね
か
も
ゝ
し
―
ら（
（0
番
歌
第
五
句
）

　
　

⑪�

ま　
本
マちヽ

ち
る
よ
の
露
な
れ
や
な
か

く
に
―
まさ

欤

か
り
（「
末
」
に

「
万
」
を
重
ね
書
き
）（
（（
番
歌
初
句
）

　
　

⑫�

ほ
つ
か
は
に
ま
か
ふ
み
き
は
の
あ
や
め
く
さ
―
よ
（
（（
番
歌
第

二
句
）

　
　

⑬�

な
き
ね
の
ゆ
め
さ
め
て
う
つ
ゝ
と
お
ほ
え
つ
る
と
て
―
し

（「
て
」
に
重
ね
書
き
）
（（
番
歌
詞
書
）

　
　

⑭�

さ
と
へ
い
て
ん
と
て
く
る
ま
か
る
か
す
と
て
（
（（
番
歌
詞
書
）

―
り
（
（（
番
歌
詞
書
）

　
　

⑮�
（（
番
歌
「
は
か
な
く
て
」
は
（（
番
歌
「
ま
た
し
ら
ぬ
」
の
「
か

へ
し
」
―
（（
番
歌
「
は
か
な
く
て
」
は
（（
番
歌
「
こ
の
代
に
て
」



二
八

の
「
か
へ
し
」

架蔵本第６丁表第６丁裏

　
　

⑯�

は
や
う
け
さ
う
し
け
る
女
×
つ
の
く
に
な
か
た
の
も
り
と
い
ふ

―
の
（
（（
番
歌
詞
書
）

　
　

⑰�

御
と
も
に
ま
て
ゝ
は
ま
へ
ち
か
き
所
に
―
さ
へ
な
（
（（
番
歌
詞

書
）

　
　

⑱�

き
ゝ
し
こ
と
も
×
あ
れ
と
ひ
か
こ
と
に
や
―
も（
（（
番
歌
左
注
）

　

右
の
（（
例
の
内
、
三
手
文
庫
本
本
文
の
錯
誤
を
訂
正
し
得
る
も
の
が

３
例
と
、
三
手
文
庫
本
の
誤
写
過
程
を
推
定
し
得
る
も
の
が
１
例
あ
る

外
は
、
全
て
誤
写
で
あ
る
。

　

先
ず
、
錯
誤
を
訂
正
し
得
る
最
大
の
事
例
は
、
⑮
の
架
蔵
本
以
外
が

全
て
「
は
か
な
く
て
」
歌
と
そ
の
詞
書
を
、「
ま
だ
し
ら
ぬ
」
歌
の
直

後
に
書
写
し
、
こ
の
返
歌
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
歌
順
の
問
題
で
あ

り
、
架
蔵
本
の
該
当
箇
所
を
、
ミ
セ
ケ
チ
と
青
筆
に
よ
る
傍
記
を
除
い

て
、
翻
字
し
て
み
た
い
。

　
　
　
　

�

と
し
比
あ
ひ
そ
い
た
る
人
な
く
な
り
わ
た
る
こ
ろ
、
中
務�

の
宮
の
は
ゝ
の
女
御
の
御
も
と
よ
り

　

�

（（�

こ
の
代
に
て
契
り
し
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
は
ち
す
の
う
へ
の
露
と

む
す
は
ん

　
　
　
　

か
へ
し

　

�

（（�

は
か
な
く
て
き
え
に
し
つ
ゆ
を
道
柴
に
君
し
む
す
は
ゝ
う
た
か
ひ

も
な
し

　
　
　
　

右
大
臣
殿
の
女
房
、
さ
と
へ
い
て
ん
と
て
車
か
り
か
す
と
て

　

�

（（�

ま
た
し
ら
ぬ
恋
の
山
路
に
ま
と
ふ
か
な
里
へ
も
さ
そ
ふ
人
も
あ
ら

な
ん

　

架
蔵
本
に
異
同
が
記
さ
れ
て
い
る
猪
苗
代
兼
宜
旧
蔵
本
本
文
も
、
他

本
と
同
一
の
歌
順
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
（（
番
歌
「
ま
た
し
ら
ぬ
」
の
直

後
の
行
間
に
、
青
筆
で
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ

る
。

　
　
　
　

か
へ
し



二
九

『
為
頼
集
』
の
伝
本
・
追
考

　
　

�

は衍
ナ
リか

な
く
て
き
え
に
し
露
を
は
ち
す
は
に
君
し
む
す
は
ゝ
う
た
か

ひ
も
な
し

　

こ
の
歌
順
の
混
乱
は
、
早
く
に
生
じ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
冷
泉
家

本
（『
高

帖
』
所
収
の
古
筆
切
）
の
真
観
書
写
以
前
の
時
点
で
既
に

気
付
か
れ
て
い
て
、「
は
か
な
く
て
」
歌
の
詞
書
「
か
へ
し
」
の
下
に
、

「
は
ち
す
の
う
た
の
か
へ
し
か
本
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
本
の
頭
注
で
も
、
江
戸
時
代

後
期
の
仲
田
顕
忠
が
「
此
哥
は
全
く
ま
た
し
ら
ぬ

云
々
の
う
た
の
返
し

と
も
み
え
す
。
上
の
こ
の
よ
に
て

云
々
の
哥
の
返
し
と
み
え
た
り
。
こ

は
写
誤
に
て
前
後
す
る
も
の
な
る
へ
し
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
三
手
文
庫
本
系
統
の
伝
本
に
は
、
こ
う
し
た
注
記
は

見
ら
れ
ず
、
架
蔵
本
の
親
本
の
伝
来
過
程
の
あ
る
時
点
で
、
歌
順
が
訂

正
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
が
、
⑥
の
よ
う
に
三
手
文

庫
本
の
脱
字
を
正
し
く
書
写
し
て
い
る
事
例
も
あ
る
の
で
、
元
来
正
当

な
歌
順
で
書
写
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
て
お
く
。

　

そ
の
⑥
は
、
架
蔵
本
「
津
の
か
み
な
り
し
と
き
」
が
正
し
く
、
冷
泉

家
本
も
同
様
で
あ
り
、
三
手
文
庫
本
の
欠
脱
で
あ
る
こ
と
、『
全
釈
』

が
考
証
し
て
い
る
通
り
で
あ
る
（
（（（
頁
）。
⑯
は
、
主
格
を
表
す
格
助

詞
「
の
」
の
有
無
な
の
だ
が
、
水
府
明
徳
会
蔵
の
古
筆
手
鑑
収
載
の
伝

甘
露
寺
資
経
筆
切（

（1
（

に
は
、「
の
」
が
記
さ
れ
て
お
り
、
元
来
は
存
在
し

た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

⑪
の
架
蔵
本
は
「
まさ

欤

か
り
ち
る
」
と
あ
り
、
書
陵
部
本
（
冷
泉
家
本

の
切
の
伝
存
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
）
も
「
さ
か
り
ち
る
」
と
あ
る
。

何
れ
に
し
て
も
、
歌
意
は
理
解
し
に
く
く
、
三
手
文
庫
本
・
山
本
家
本

も
「
ま
ち
ち
る
」
と
あ
る
の
で
、
少
な
く
と
も
こ
の
系
統
の
初
句
の
最

初
の
文
字
は
、「
ま
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
書
陵
部
本
と
一
致
す
る

直
後
の
「
か
り
」
が
、
一
字
不
足
す
る
三
手
文
庫
本
の
「
ち
」
に
誤
写

さ
れ
た
の
は
、「
可
利
」
を
「
知
」
に
誤
読
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
す

な
わ
ち
、
⑪
も
、
架
蔵
本
が
元
来
の
本
文
を
留
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
４
例
を
除
く
（（
例
は
、
架
蔵
本
の
誤
写
で
あ
る
。

　

①
は
、「
雲
」
を
「
方
」
に
誤
読
し
、
②
は
、「
末
」
を
「
多
」
に
誤

読
し
た
も
の
で
あ
る
。③
は
、「
月
の
か
つ
ら
の
」の
主
格
の「
乃
」を「
尓
」

に
誤
読
し
、
④
は
、「
宇
」
を
「
曽
」
に
誤
読
し
た
も
の
で
あ
る
。
⑤

の
「
東
宮
に
て
」
は
、
こ
れ
で
も
文
意
は
通
る
が
、
冷
泉
家
本
を
含
め

た
他
本
は
全
て
「
て
」
を
欠
い
て
い
る
の
で
、
架
蔵
本
の
増
補
で
あ
ろ

う
。
⑦
の
「
あ
さ
か
り
し
」
は
、「
飽
か
ざ
り
し
」
を
不
注
意
か
ら
逆

転
さ
せ
た
誤
写
で
あ
り
、
⑧
の
２
例
は
、「
毛
」
を
「
可
」
に
誤
読
し

た
字
形
の
類
似
に
基
づ
く
錯
誤
と
、そ
の
「
い
ま
か
」
に
引
か
れ
て
、「
と

る
」
を
「
と
て
」
と
書
写
し
た
上
で
、「
る
」
を
傍
記
し
た
も
の
で
あ
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る
。
⑨
は
、「
こ
う
ち
き
」
の
「
こ
」
を
欠
脱
し
た
も
の
で
あ
り
、
⑩

は
、踊
り
字
「
ゝ
」
を
「
良
」
に
誤
読
し
た
も
の
で
あ
る
。
⑫
は
、「
可
」

を
「
与
」
に
誤
読
し
、
⑬
は
、「
衣
」
を
「
之
」
に
誤
読
し
た
も
の
で

あ
る
。
⑭
は
、「
留
」
を
「
利
」
に
誤
読
し
、⑰
は
、「
末
」
を
「
左
」
に
、「
知

可
」
を
「
奈
」
に
誤
読
し
た
も
の
で
あ
る
。
⑱
の
「
毛
」
は
、
衍
字
で

あ
る
。

　

以
上
の
検
討
の
結
果
、
架
蔵
本
は
、
三
手
文
庫
本
と
同
一
系
統
に
属

す
る
も
の
の
、
そ
の
下
位
に
位
置
付
け
ら
れ
る
伝
本
で
は
な
く
、
並
列

の
関
係
と
な
ろ
う
。

　

ま
た
、架
蔵
本
の
校
合
奥
書「
奥

ニ�

永
仁
元
年
十
一
月
校
他
本
了
」は
、

冷
泉
家
蔵
資
経
本
『
源
順
集
』
に
、「
永
仁
元
九
六
日
校
了　

藤
原
資

経
（
花
押
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
資
経
が
同
年
十
一
月
四
日

か
ら
十
日
に
か
け
て
、
興
風
・
元
真
・
宗
于
・
朝
忠
・
素
性
の
五
家
集

を
書
写（

（（
（

し
た
後
、
中
下
旬
の
書
写
活
動
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
を
勘
案

す
る
と
、
こ
の
頃
に
、
資
経
が
「
他
本
」
に
よ
る
校
合
を
行
っ
た
可
能

性
が
あ
り
、
三
手
文
庫
本
を
含
め
た
こ
れ
ら
の
伝
本
は
、
資
経
本
系
統

と
称
す
る
の
が
適
切
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　

五

　

次
に
、
架
蔵
本
に
青
筆
で
傍
記
乃
至
書
き
入
れ
さ
れ
て
い
る
猪
苗
代

兼
宜
旧
蔵
本
（
以
下
、
兼
宜
本
と
略
称
）
の
本
文
に
つ
い
て
、
検
討
し

て
み
た
い
。

　

傍
記
で
最
も
多
い
の
は
、
架
蔵
本
の
書
写
本
文
が
誤
読
さ
れ
そ
う
な

箇
所
に
、
兼
宜
本
の
本
文
を
記
す
（0
例
で
あ
り
、
全
体
の
（（
％
を
占
め

て
い
る
。
残
る
（（
例
が
、
架
蔵
本
に
対
す
る
異
文
や
理
解
を
促
す
傍
記

乃
至
書
き
入
れ
で
あ
り
、
そ
れ
を
掲
げ
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

①
つ
く
るり

う
た
（
８
番
歌
詞
書
）

　
　

②
月
の
う
た
少
将
に
か
は
り
て
やな

り

（
（（
番
歌
詞
書
）

　
　

③�

ひ
せぜ

に
く
た
る
い
も
そ
と
の
も
と
に（「
ひ
せ
」の
左
に「
肥
前
」）

（
（（
番
歌
詞
書
）

　
　

④
あ
さか

かさ

り
し
君
か
に
ほ
ひ
の
（
（（
番
歌
初
句
）

　
　

⑤�

い
ま
か
と
てる

袖
に
う
つ
せ
る
（
墨
筆
の
傍
記
「
る
」
の
右
に
青

筆
で
「
か
」）（
（（
番
歌
初
句
）

　
　

⑥�

越
前
へ
く
た
る
に
うこ

う
ち
き

ち
き
の
た
も
と
に
（
（（
番
歌
詞
書
）

　
　

⑦�

わ
か
き
受
り
や
う
の
妻
か
ね
か
もも

らゝ
しし

（
（0
番
歌
第
五
句
）

　
　

⑧
見
要本

ノ
マぬ

も
の
ゝ
め
つ
ら
し
き
か
な
（
（0
番
歌
第
四
句
）

　
　

⑨
し
れ
る
人
な中

川

か
ゝ
は
へ
た
て
ゝ
あ
り
け
る
に
（
（（
番
歌
詞
書
）

　
　

⑩
七
夕
の
雲
地
は
し
ら
す
な中

川

か
ゝ
は
を
（
（（
番
歌
第
三
句
）

　
　

⑪
ほ
つ
河
に
ま
よか

ふ
汀
の
あ
や
め
草
（
（（
番
歌
初
句
）

　
　

⑫
さ
め
て
う
つ
ゝ
と
覚
しえ

つ
る
と
て
（
（（
番
歌
詞
書
）
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⑬�

と
し
比
あ
ひ
そ
い
た
る
人
な
く
な
り
わに

た
る
こ
ろ
（
（（
番
歌
詞

書
）

　
　

⑭　
　

か
へ
し

　
　
　

�
は衍

ナ
リか

な
く
て
き
え
に
し
露
を
は
ち
す
は
に
君
し
む
す
は
ゝ
う
た

か
ひ
も
な
し（
（（
番
歌
の
後
の
行
間
に
青
筆
で
細
字
書
き
入
れ
）

　
　

⑮�

名
に
し
お
は
ゝ
い
さ
やふ

欤

ね
と
め
ん
ま
き
の
里
（
（（
番
歌
第
二
句

左
傍
記
）

　
　

⑯
ひ
と
り
し
て
あ
ま
た
かう

ら
む
る
お
も
の
も
ち（
（（
番
歌
第
二
句
）

　
　

⑰
御
供
に
まま

ててゝ
ゝ
はは

さま

へ
なち

か
きき

所
に
前
栽
な
と
（
（（
番
歌
詞
書
）

　

右
の
内
、
架
蔵
本
の
誤
写
箇
所
に
正
当
な
本
文
を
傍
記
す
る
の
は
、

④
⑥
⑦
⑪
⑫
⑰
の
６
例
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
前
節
で
三
手
文

庫
本
と
の
異
同
箇
所
と
し
て
論
じ
た
が
、
山
本
家
本
本
文
は
、
全
て
三

手
文
庫
本
と
一
致
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
⑭
の
歌
順
の
異
同
を
書
入
れ
す
る
の
は
、
架
蔵
本
を
除
く
現

存
全
伝
本
が
こ
う
し
た
錯
誤
を
踏
襲
し
て
い
る
結
果
で
あ
り
、「
衍
ナ

リ
」
と
記
す
の
は
、
細
字
書
き
入
れ
歌
が
、
架
蔵
本
（（
番
歌
と
重
複
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

青
筆
で
傍
記
し
た
兼
宜
本
が
、
現
存
伝
本
の
何
れ
に
近
い
の
か
を
判

断
す
る
目
安
に
な
る
の
は
、
⑬
「
な
く
な
り
に
た
る
」
⑯
「
あ
ま
た
う

ら
む
る
」
の
２
例
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
、
山
本
家
本
と
の
み
一
致
し
て

い
る
。
⑧
「
見
要本

ノ
マ

ぬ
」
も
、
山
本
家
本
に
の
み
「
本
」
と
あ
り
、
こ
れ

に
依
っ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
②
「
か
は
り
て
な
り
」
に
つ
い
て
も
、

山
本
家
本
は
、「
也
」
と
判
読
可
能
な
字
形
で
書
写
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
も
傍
証
と
な
ろ
う
。

　

ま
た
、
③
「
ひ
ぜ
」
と
濁
点
を
付
す
の
は
、
三
手
文
庫
本
・
山
本
家

本
と
も
に
朱
筆
で
加
点
し
て
お
り
、
⑮
「
ふ
欤
」
と
い
う
傍
記
は
、
三

手
文
庫
本
と
一
致
し
、
山
本
家
本
も
「
ふ
ね
欤
」
と
傍
記
し
て
い
て
、

こ
れ
に
基
づ
い
て
異
同
部
分
の
み
を
「
ふ
欤
」
と
記
す
可
能
性
は
あ
り
、

矛
盾
は
し
な
い
。

　

⑨
⑩
「
な
か
ゝ
は
」
に
「
中
川
」
と
漢
字
を
傍
記
す
る
の
は
、
三
手

文
庫
本
の
左
傍
記
の
朱
筆
と
⑩
は
一
致
す
る
が
、
⑨
に
は
傍
記
が
見
ら

れ
な
い
。
山
本
家
本
は
、
⑨
⑩
と
も
に
「
中
川
」
と
本
文
を
漢
字
で
記

し
て
お
り
、
こ
れ
に
基
づ
い
た
と
考
え
る
と
理
解
し
易
い
。

　

傍
記
が
錯
誤
本
文
で
あ
る
①
は
、「
留
」と「
利
」、⑤
は
、「
留
」と「
可
」

の
字
形
の
類
似
に
よ
る
誤
読
で
あ
り
、
山
本
家
本
の
字
形
は
、
誤
読
し

か
ね
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
検
討
結
果
か
ら
、
兼
宜
本
は
、
傍
記
と
書
き
入
れ
の
僅
少
な

事
例
を
比
較
す
る
限
り
で
い
う
と
、
山
本
家
本
に
近
い
本
文
を
持
つ
伝

本
で
あ
っ
た
と
い
え
そ
う
に
思
わ
れ
る
。
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六

　

次
に
、
歌
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
「
集
付
」
に
つ
い
て
比
較
し
、
三
手

文
庫
本
・
山
本
家
本
・
架
蔵
本
の
位
置
付
け
を
し
て
み
た
い
。

　

先
ず
、「
集
付
」
を
掲
げ
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

①�

（（
番
歌
「
後
拾
」
―
【
墨
】
三
手
文
庫
本
・
山
本
家
本
・
架
蔵

本

　
　

②�

（（
番
歌
「
拾
哀
／
栄
花
み
は
て
ぬ
夢
」
―
【
朱
】
三
手
文
庫
本
・

山
本
家
本

　
　

③�

（（
番
歌
「
同
」
―
【
朱
】
三
手
文
庫
本
・
山
本
家
本

　
　
　
　
　
　

�「
新
古
小
町
」
―
【
墨
】
三
手
文
庫
本
・
山
本
家
本
・

架
蔵
本

　
　

④�

（（
番
歌
「
拾
遺
／
後
中
書
王
」
―
【
墨
】
三
手
文
庫
本
・
山
本

家
本
・
架
蔵
本

　
　

⑤
（（
番
歌
「
拾
雑
下
」
―
【
朱
】
三
手
文
庫
本
・
山
本
家
本

　
　

⑥
（（
番
歌
「
夫
木
」
―
【
墨
】
三
手
文
庫
本
【
朱
】
山
本
家
本

　
　

⑦�

（（
番
歌
「
千
載
」
―
【
墨
】
三
手
文
庫
本
・
架
蔵
本
【
朱
】
山

本
家
本

　
　

⑧�

（（
番
歌
「
続
後
」
―
【
墨
】
三
手
文
庫
本
・
架
蔵
本
【
朱
】
山

本
家
本

　

右
の
内
、
三
伝
本
が
墨
筆
で
一
致
す
る
①
「
後
拾
」（
作
者
具
平
親

王
の
記
載
な
し
）
③
「
新
古
小
町
」
④
「
拾
遺
／
後
中
書
王
」
と
、
伝

写
上
は
三
手
文
庫
本
よ
り
下
位
に
位
置
す
る
山
本
家
本
の
み
朱
筆
で
、

三
手
文
庫
本
と
架
蔵
本
は
墨
筆
で
記
す
⑦
「
千
載
」（「
拾
遺
」
を
一
致

し
て
錯
誤
）
⑧
「
続
後
」
の
５
例
は
、
勅
撰
集
名
を
二
字
の
略
称
で
記

す
と
と
も
に
、
①
の
例
外
は
あ
る
が
、
作
者
が
為
頼
で
は
な
い
場
合
に

名
前
を
記
す
点
で
一
致
し
て
お
り
、
⑧
の
『
続
後
撰
集
』
か
ら
、
そ
の

成
立
時
期
で
あ
る
建
長
三
年（（（（

十
二
月
以
降
の
こ
と
と
知
ら
れ
る
。

　

朱
筆
の
②
「
拾
哀
」
⑤
「
拾
雑
下
」
は
、
勅
撰
集
名
一
字
と
部
立
名

の
略
称
を
記
す
点
で
一
致
し
て
お
り
、
三
手
文
庫
本
の
時
点
か
、
そ
れ

以
前
の
時
点
で
「
集
付
」
さ
れ
た
も
の
か
は
、
判
然
と
し
な
い
。

　

ま
た
、
②
に
記
さ
れ
た
「
栄
花
み
は
て
ぬ
夢
」
と
③
「
同
」
の
朱
筆

も
、
同
時
期
に
付
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
は
、『
栄
花
物
語
』

の
次
の
記
事
に
依
っ
て
い
る
。

　
　

�

世
の
中
の
あ
は
れ
に
は
か
な
き
こ
と
を
、
摂
津
守
為
頼
朝
臣
と
い

ふ
人
、

　
　
　
　

�

世
の
中
に
あ
ら
ま
し
か
ば
と
思
ふ
人
な
き
は
多
く
も
な
り
に

け
る
か
な

　
　

こ
れ
を
聞
き
て
、
東
宮
の
女
蔵
人
小
大
君
、
返
し
、

　
　
　
　

�
あ
る
は
な
く
な
き
は
数
そ
ふ
世
の
中
に
あ
は
れ
い
つ
ま
で
あ

ら
ん
と
す
ら
ん
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�

と
ぞ
。（
巻
四
・
み
は
て
ぬ
ゆ
め
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
本

①
（（（
頁
）

　

残
る
⑥
「
夫
木
」
は
、
三
手
文
庫
本
と
架
蔵
本
に
共
通
す
る
墨
筆
に

よ
る
勅
撰
集
の
「
集
付
」
以
降
、
朱
筆
で
勅
撰
集
の
「
集
付
」
と
栄
花

物
語
巻
名
を
付
記
す
る
以
前
の
あ
る
時
点
で
記
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ

れ
る
が
、
具
体
的
な
時
期
は
不
明
で
あ
る
（
水
府
明
徳
会
蔵
の
古
筆　

手
鑑（

（1
（

収
載
の
伝
甘
露
寺
資
経
筆
「
為
頼
集
切
」
に
、「
夫
木
」
の
集
付

は
な
い
）。

　

ま
た
、兼
宜
本
に
基
づ
く
架
蔵
本
へ
の
青
筆
で
の
「
集
付
」
追
加
は
、

（（
番
歌
「
拾
哀
／
栄
花
見
は
て
ぬ
夢
」、
（（
番
歌
「
拾
雑
下
」、
（（
番
歌

「
夫
木
」
の
３
箇
所
で
あ
り
、
（（
番
歌
「
同
」
を
欠
い
て
い
る
が
、
転

写
の
際
の
錯
誤
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
、
三
手
文
庫
本
・
山

本
家
本
と
一
致
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
、
前
節
で
既
述
し
た
兼
宜
本

は
、
山
本
家
本
に
近
い
本
文
を
持
っ
た
伝
本
で
あ
る
こ
と
と
、
軌
を
一

に
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

尚
、
右
で
検
討
し
た
「
集
付
」
は
、
網
羅
的
な
も
の
で
は
な
く
、
気

付
い
た
範
囲
で
な
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
漏
れ
た
も
の
を
記
す

と
、
勅
撰
集
と
し
て
は
、
（（
番
歌
『
続
後
拾
遺
集
』
具
平
親
王
、
（（
番

歌
『
千
載
集
』
具
平
親
王
、
（（
番
歌
『
拾
遺
集
』
公
任
、
（（
番
歌
『
千

載
集
』、（0
番
歌
『
新
古
今
集
』
小
野
宮
右
大
臣
、（（
番
歌
『
新
古
今
集
』

の
６
首
が
あ
り
、『
夫
木
抄
』
と
し
て
は
、
（（
番
歌
、
（（
番
歌
、
（（
番
歌
、

（（
番
歌
、
（（
番
歌
、
（（
番
歌
、
（（
番
歌
の
７
首
が
あ
る
。

　
　

結
語

　

以
上
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
論
じ
た
冷
泉
家
本
・
書
陵

部
本
・
三
手
文
庫
本
・
山
本
家
本
・
架
蔵
本
・
兼
宜
本
の
『
為
頼
集
』

６
伝
本
の
伝
本
系
統
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
（
兼
宜
本

は
、
本
文
の
極
一
部
し
か
確
認
で
き
ず
、
便
宜
的
な
位
置
付
け
に
過
ぎ

な
い
の
で
、
括
弧
し
て
記
す
）。

祖
本

架
蔵
本

三
手
文
庫
本

冷
泉
家
本　

�

宮
内
庁
書
陵
部
本

　

山
口
図
書
館
本

山
本
家
本　
（
猪
苗
代
兼
宜
本
）

　
【
資
経
本
系
統
】

　
　
　

架
蔵
本

　
　
　

三
手
文
庫
本
―
山
本
家
本
―
（
猪
苗
代
兼
宜
本
）

　
　
　

伝
甘
露
寺
資
経
筆
「
為
頼
集
切
」
３
葉

　
【
真
観
（
藤
原
光
俊
）
本
系
統
】

　
　
　

冷
泉
家
本
（
真
観
自
筆
本
）
―
宮
内
庁
書
陵
部
本

　
　
　

伝
藤
原
光
俊
筆
「
為
頼
集
切
」（
冷
泉
家
本
）
５
葉



三
四

　
　

註

（
１
）
筑
紫
平
安
文
学
会
著
『
為
頼
集
全
釈
』（
風
間
書
房　

平
成
六
年
五
月
）

（
２
）�

和
歌
史
研
究
会
編
『
私
家
集
伝
本
書
目
』（
明
治
書
院　

昭
和
四
〇
年

一
〇
月
）

（
３
）�

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
・
第
六
十
三
巻
『
平
安
私
家
集�

十
一
』（
朝
日
新

聞
社　

二
〇
〇
七
年
二
月
）。
解
説
は
、
田
中
登
氏
。

（
４
）�

原
本
未
見
。
註
（
３
）
に
掲
載
さ
れ
た
田
中
氏
の
解
説
に
基
づ
い
て
、

ま
と
め
た
。

（
５
）�

原
本
未
見
。
国
文
学
研
究
資
料
館
「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
」
付
載
の
「
調
査
記
録
」
と
画
像
に
基
づ
い
て
、
ま
と
め
た
。

（
６
）�

書
写
年
次
を
表
す
「
延
午
」
の
「
午
」
は
、
干
支
で
あ
る
か
ら
、「
延
」

を
年
号
の
略
称
と
考
え
る
と
、「
延
宝
」
か
「
延
享
」
の
何
れ
か
と
な
る
。

延
享
年
間
（（（（（

～（（

）
に
午
年
は
な
く
、
ま
た
そ
れ
以
前
の
享
保
四

年（（（（

に
、
通
規
（
天
和
四
年（（（（

九
月
十
五
日
、
通
誠
に
改
名
）
は

薨
去
し
て
い
る
の
で
、
延
宝
六
年
戊
午（（（（

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
書
写

者
の
「
通
規
」
は
、
初
名
は
時
通
、
寛
文
十
三
年（（（（

九
月
六
日
に
、

通
縁
に
改
名
し
、
延
宝
六
年
に
、
通
規
に
再
度
改
名
し
て
い
る
（『
公

卿
補
任
』
第
四
篇
）。

（
７
）�

川
瀬
一
馬
氏
編
『
田
中
教
忠
蔵
書
目
録
』（
自
家
版　

昭
和
五
七
年
一

一
月
）

（
８
）�

冷
泉
家
本
は
、古
筆
切
と
し
て
８
～
（（
番
歌
、（（
～
（（
番
歌
の
（（
首
（
全

（（
首
）
が
切
り
出
さ
れ
て
い
る
が
、
（（
～
（0
番
歌
と
（（
～
（（
番
歌
の
切

は
、『
古
筆
学
大
成　

第
十
九
巻　

私
家
集
三
』（
講
談
社　

一
九
九
二

年
六
月
）
に
収
載
さ
れ
て
い
て
、確
認
が
で
き
る
。
田
中
氏
は
註
（
３
）

前
掲
書
の
解
説
で
、
（（
～
（（
番
歌
、
（（
～
（（
番
歌
の
切
の
存
在
も
指
摘

し
て
お
ら
れ
る
が
、
稿
者
は
未
見
で
あ
り
、
本
文
を
比
較
検
討
で
き
る

の
は
、
約
半
分
の
（（
首
に
留
ま
る
。

（
９
）�

冷
泉
家
本
で
三
字
の
踊
り
字
を
「
ヽ
ヽ
ヽ
」
と
記
す
箇
所
に
つ
い
て
、

三
手
文
庫
本
・
山
本
家
本
・
架
蔵
本
は
、「
こ
ゝ
」
と
判
読
で
き
る
字

形
で
書
写
さ
れ
て
い
る
。『
全
釈
』
は
、
（（
番
歌
詞
書
「
な
に
も
こ
こ

な
ら
ん
も
の
を
」
（（
番
歌
詞
書
「
い
へ
の
庭
と
こ
ろ
こ
ご
す
の
か
た
に
」

と
本
文
を
立
て
て
、「「
こ
こ
」
や
や
不
審
」（
（（（
頁
）、「「
こ
こ
す
」
も

未
詳
」「
あ
る
い
は
何
ら
か
の
誤
脱
が
あ
る
か
」（
（（（
頁
）
と
付
注
す
る
。

祖
本
は
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
、
冷
泉
家
本
と
同
じ
踊
り
字
が
記
さ
れ
て

い
た
の
を
、
三
手
文
庫
本
と
架
蔵
本
の
親
本
以
前
の
あ
る
時
点
で
、

「
こ
ゝ
」
と
誤
読
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
元
来
の
本
文
は
、
（（
番

歌
詞
書「
な
に
も
ヽ
ヽ
ヽ
な
か
ら
ん
も
の
を
」（
冷
泉
家
本
に
あ
る「
か
」

を
、
三
手
文
庫
本
や
架
蔵
本
が
欠
い
て
い
る
の
は
、「
こ
こ
」
と
の
繋

が
り
で
欠
脱
し
た
の
で
あ
ろ
う
）、
（（
番
歌
詞
書
「
い
へ
の
庭
と
こ

ろ
ヽ
ヽ
ヽ
す
の
か
た
に
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
（0
）�『
古
筆
学
大
成　

第
二
十
八
巻　

釈
文
三
』（
講
談
社　

一
九
九
三
年
一

一
月
）
（（
頁
に
翻
字
さ
れ
て
い
る
が
、
図
版
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
れ
に
よ
る
と
、「
は
や
う
け
さ
う
し
け
る
女
の
つ
の
国
の
な
か
た
の



三
五

『
為
頼
集
』
の
伝
本
・
追
考

も
り
と
い
う
所
に
あ
り
と
き
ゝ
て
や
り
け
る
」
と
あ
り
、架
蔵
本
は
「
女

の
」
は
記
し
な
が
ら
、「
国
の
」
の
方
は
欠
い
て
い
る
。

　
　

�
尚
、
伝
甘
露
寺
資
経
筆
切
は
、
藤
原
資
経
筆
私
家
集
の
筆
跡
と
は
異
筆

で
あ
る
と
い
う
（『
古
筆
学
大
成　

第
十
九
巻　

私
家
集
三
』（
講
談
社

一
九
九
二
年
六
月
）「
解
説
」
（（（
頁
）。

（
（（
）�

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
・
第
六
十
五
、六
十
六
巻『
資
経
本
私
家
集　

一
・

二
』（
朝
日
新
聞
社　

一
九
九
八
年
二
月
、
二
〇
〇
一
年
六
月
）

（
（（
）�

註
（
（0
）
前
掲
書
（（
頁
掲
載
の
翻
字
「
為
頼
集
切
３
」
（（
番
歌
参
照
。

　

（
そ
ね
・
せ
い
い
ち
／
本
学
日
本
文
学
科
特
任
教
授
）




